
出典：衆議院予算委員会議事速報（2025年2月17日）より本庄知史事務所作成 ①

国民負担の軽減に関する総理答弁

 OTC類似薬について、OTC医薬品との負担の
バランスの観点から保険給付のあり方を見直す

 能力に応じた負担を徹底する
 医療DXを通じた効率的で質の高い医療の実現

などの項目を含めた社会保障改革を進めていくこと
により、国民負担を軽減するということは大事な
課題でございます。

2025年2月17日 衆議院予算委員会石破茂総理答弁

2025年2月26日 衆議院予算委員会
立憲民主党・無所属 本庄知史

パネルの写し



出典：立憲民主党資料より本庄知史事務所作成

立憲民主党令和７年度当初予算に対する修正案フレーム

②2025年2月26日 衆議院予算委員会
立憲民主党・無所属 本庄知史

パネルの写し



2025年2月26日衆議院予算委員会
立憲民主党・無所属 本庄知史 ③

2023年度 2024年度
（見込み）

2025年度
（見込み）

支出額 2,466万円 1.3億円 59億円

年度末残高 636億円 635億円 576億円

３基金の支出額と残高の推移

❶グローバル・スタートアップ・キャンパス基金

2023年度 2024年度
（見込み）

2025年度
（見込み）

支出額 174万円 301億円 633億円

年度末残高 3,000億円 5,701億円 5,070億円

2023年度 2024年度
（見込み）

2025年度
（見込み）

支出額 229万円 1.4億円 3,683万円

年度末残高 400億円 799億円 1,198億円

❷宇宙戦略基金

❸防衛装備移転円滑化基金

出典：文部科学省資料、経済産業省資料、総務省資料、防衛省資料、
予算委員会議事速報（2025年2月20日）より本庄知史事務所作成

各基金シートをもとに、適宜金額を四捨五入して記載している。
また、先端国際共同研究推進基金の2024年度見込み額は2025年2月20日予算委員会での政府参考人答弁に基づくもので、
2025年度の年度末残高見込み額もそれにより計算し直している。
防衛装備移転円滑化基金の2024年度支出額見込み額には、2024年11月に支出されたインドへの「ユニコーン」移転の費用を
含んでおり、2024・2025各年度年度末残高見込み額もそれ差し引いて計算し直している。

パネルの写し



出典：防衛省資料より本庄知史事務所作成 2025年2月26日 衆議院予算委員会
立憲民主党・無所属 本庄知史

予算編成時
為替レート
（米ドル）

予算額 108円/米ドル
の場合との差額

2024年度 139円 1兆5,572億円 ＋3,120
～3,470億円

2025年度 150円 1兆5,736億円 ＋3,960
～4,410億円

防衛力整備計画策定時の想定

防衛費の「外貨関連経費」

④

パネルの写し
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